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い
た
だ
い
た
お
手
紙

　
昨
年
度
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
お
寄

せ
い
た
だ
い
た
「
市
長
へ
の
手
紙
」

は
計
52
通
で
し
た
。
一
つ
の
手
紙
で

複
数
の
意
見
・
提
案
も
あ
っ
た
た
め
、

提
言
の
数
は
計
59
件
に
の
ぼ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
一
覧
は
左
表
の
と
お
り
で

す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
手
紙
は
、
市
報
上

で
の
公
開
を
前
提
に
寄
せ
ら
れ
た
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
主
旨
の

み
を
公
表
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　欝

　鑛螺難
　瀟欝

　
皆
さ
ん
は
市
政
に
ど
の
よ
う
な
提
案
や
意
見
を
お
持
ち
で
す
か
。
ま
た
、

具
体
的
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
聞
い
て
み
た
い
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

そ
ん
な
思
い
を
持
つ
市
民
の
皆
さ
ん
と
、
市
政
を
つ
な
ぐ
た
め
、
市
で
は

様
々
な
広
報
広
聴
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
閣
環
と
し
て
昨
年
度
1

年
間
に
市
長
に
寄
せ
ら
れ
た
手
紙
の
概
要
を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

い
た
だ
い
た
手
紙
に
は
、
無
記
名
や

回
答
を
要
し
な
い
も
の
以
外
、
す
べ

て
回
答
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
昨
年
度
の
特
徴
と
し
て
は
厳
し
い

経
済
状
況
を
反
映
し
て
、
景
気
浮
揚

対
策
の
積
極
的
推
進
、
行
財
政
改
革

断
行
、
市
職
員
へ
の
厳
し
い
ご
指
摘

な
ど
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

提
言
を

　
お
待
ち
し
て
い
ま
す

　
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
「
市
長
へ
の

手
紙
」
の
う
ち
、
市
の
業
務
全
般
に
か

か
わ
る
こ
と
や
皆
さ
ん
に
広
く
知
っ

て
い
た
だ
き
た
い
提
言
は
、
市
長
判

断
に
よ
り
投
稿
者
本
人
の
了
解
を
得

た
う
え
で
、
市
報
に
提
言
と
回
答
内

容
を
掲
載
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
手
紙
の
投
稿
方
法
は
市
報
4
月
2
5

日
号
に
掲
載
し
ま
し
た
が
、
も
ち
ろ

ん
普
通
の
は
が
き
や
封
書
で
も
か
ま

い
ま
せ
ん
。

　
よ
り
良
い
ま
ち
を
作
る
た
め
、
あ

な
た
の
声
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　　　　難縷鑛…韓…韓

名誉市民への推挙
給食未実施中学校への直営方式の早期導入を

謝辞・励まし
住居表示を早期に実施してほしい
公共施設内での利用者の飲食禁止徹底を

へき地通院患者を市で送迎できないか
克雪住宅普及事業で高齢者・低所得者に

さらなる配慮を行ってほしい
「匠の里」に織り中心の工房を作るべき
市3役の就任・退任挨拶を市報掲載すべし

歩道アーケードの改良予定を教えてほしい

第50回雪まつりにMAXを呼んでほしい
市道の維持管理・除雪でさらなる雇用拡大を

国調未実施地区での資産管理をどうすべきか

選挙入場券・健康診断で個人情報保護徹底を

川治昭和町線の構造と法令に関すろ質問
克雪住宅共同整備補助金を建築基準洪違

反の建物に支出していいのか
市庁舎清掃は委託せずに職員が行うべき

企業誘致を進めてほしい
市庁舎内エレベーターに案内板を設置し

てほしい
駅前北側に駐輪場を整備してほしい
妻有大橋河川敷周辺を整備してほしい
市長の英断で市議定数を半減してほしい
市職員の公募年齢を引き上げてはどうか
市職員の「天下り」をなくしてほしい

窓口対応をもっと機敏にしてほしい
交通違反取り締まりを強化してほしい
高山太子堂線を下条まで延長してはどうか

外郭団体職員の教育徹底を望む
市職員の態度が悪い

道路（山道）改良のお願い
石彫作品の移設を望む
本町通りと郊外を結ぶ循環バス開設の提言

十日町行バスの終点を病院前にしてほしい

雪まつり発祥の地記念碑設立を急いでほしい

新火葬場を早期に作ってほしい
犬のフンの後始末徹底を呼びかけてほしい

市営駐車場の運営と設立経緯に関する質問

昭和町通りに車止用鉄柱が多すぎる
県道十日町千手線の安全確保措置徹底を望む

国道117号・353号の早期改良を望む
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十
日
町
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
で

は
、
無
料
の
人
権
相
談
所
を
開
設
し

ま
す
。
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
■
日
時

目
6
月
8
日
㈹
午
後
1
時
～
4
時
■

場
所
H
十
日
町
合
同
庁
舎
会
議
室

（
宮
田
町
・
シ
ル
ク
モ
ー
ル
前
）
■

相
談
内
容
H
①
土
地
・
建
物
の
売
買
、

相
続
、
抵
当
権
設
定
、
土
地
の
分
筆
・

合
筆
、
建
物
の
新
築
・
増
築
等
の
不

動
産
登
記
の
問
題
②
会
社
設
立
・
役

U
襲
繊

員
変
更
な
ど
会
社
・
法
人
登
記
の
問

題
③
結
婚
・
離
婚
・
養
子
縁
組
や
国

籍
取
得
等
の
戸
籍
・
国
籍
の
問
題
④

地
代
・
家
賃
等
の
供
託
の
問
題
⑤
家

庭
内
・
親
族
間
・
近
所
と
の
も
め
ご

と
、
悩
み
事
、
い
じ
め
、
不
登
校
、

体
罰
、
虐
待
、
不
当
な
差
別
等
の
人

権
問
題
■
相
談
担
当
者
H
法
務
局
職

員
・
人
権
擁
護
委
員
■
問
合
せ
“
法

務
局
十
日
町
支
局
（
費
5

2
1
2
5
7

5
）
へ
。

　
市
内
に
は
差
別
や
い
じ
め
な
ど
不

当
な
人
権
侵
害
か
ら
、
私
た
ち
の
人

権
を
擁
護
す
る
委
員
が
5
人
い
ま
す
。

悩
み
ご
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
近

く
の
人
権
擁
護
委
員
に
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
■
人
権
擁
護
委
員
H

村
山
一
代
（
為
永
智
5
5
1
2
5
6

3
）
、
南
雲
徳
栄
（
関
根
1
實
5

7
1
2

3
4
8
）
、
須
藤
久
子
（
中
条
島
智
5
7

－
6
6
9
2
）
、
松
井
定
延
（
美
雪
町

3
盈
5
7
1
4
6
3
2
）
、
柳
カ
ズ
ヱ

（
吉
田
山
谷
盈
57
1
1
4
1
4
）

騰
齪
灘
鰐
薦
魏
・

　
運
輸
省
で
は
不
正
改
造
車
の
追
放

を
め
ざ
し
て
、
6
月
の
ー
か
月
間
「
不

正
改
造
車
を
排
除
す
る
運
動
」
を
実

施
し
ま
す
。
窓
ガ
ラ
ス
ヘ
の
着
色
フ

ィ
ル
ム
貼
付
、
マ
フ
ラ
ー
・
触
媒
装

置
の
取
り
外
し
は
、
事
故
や
ト
ラ
ブ

ル
の
原
因
に
な
る
ば
か
り
で
な
く
、

大
気
汚
染
や
環
境
破
壊
に
も
つ
な
が

り
ま
す
。
不
正
改
造
車
を
見
か
け
た

ら
、
当
支
局
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ

羅
い
。
■
お
願
い
H
不
正
改
造
車
の
通

報
に
あ
た
っ
て
は
、
車
（
バ
イ
ク
）

の
ナ
ン
バ
ー
、
車
種
、
不
良
箇
所
、

車
体
の
色
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

■
通
報
・
問
合
せ
H
運
輸
省
新
潟
陸

運
支
局
整
備
課
（
智
0
2
5
1
2
8

5
－
3
1
2
5
）
ま
た
は
新
潟
陸
運

支
局
長
岡
自
動
車
検
査
登
録
事
務
所

（
盈
0
2
5
8
1
2
2
1
1
1
3
1
）

へ
。

2
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　欝籔螺難辮撮瀬欝懸灘のぷるさとの再発

灘饗難灘欝内に絹璽美

　　　　　　　　　　　　　策学碁

　　　麟難鞍織綴雛．．旅

ふ
る
さ
と
再
発
見
…
観
光
バ
一

火
焔
型
i
滞
（

　　臼会費（1人）

　　3，800円
　　　（子供2，500円）

■申込み・問合せ

越後交通十日町営業所

盈57－2103または

　十日町市観光協会

　　智57－3345へ。

　　、ロ鐵懸鐵、，

　醗翻麟麟懇覇㈱
鎮
、
驚翻獲麟㈱灘羅欝

　、1墾灘難㈱鑛鰯㈱・鑛麟㈱

i・鰯繍鰯灘離糧纈灘・

　　蓮鰯㈱馨畿縫馨鰯購

　歪鰯墾蝿㈱－難
　　灘、麟蓑i騰繋鞭

鞭園購叢縷
　　繕灘鱗織燵襲灘懸樋鎌馨薦
　「市役所では昼間に会議ができるのに、残業手当が支

給されるので、わざと夜に会議を開いているのではない

か」という投書がありました。

市の業務全般にかかわることなので、この場でお答え

し、あわせて市の経費節減対策をお知らせします。

　まず、会議の開催にあたっては、参加される市民のみ

なさんの都合にあわせて夜に行う場合を除き、できるだ

け勤務時間内に開催しています。基本的に市職員だけの

会議を勤務時間外に設定するようなことはしていません。

　またこの他にも、次のことに重点的に取り組み、経費

全般の節減を進めています。

　1　時間外勤務の縮減に努めています

ノー残業デーの実施、土・日曜日勤務の振替えの徹底、

さらに夜の事務や会議が集中する部署での2交代勤務時

間の設定などを行い、時間外勤務手当の縮減に努めてい

ます。こうした取り組みの結果、平成10年度の時間外勤

務の合計は9年度に比べ、34％のマイナスを実現するこ

とができました。今後も引き続き行政の効率化を進め、

時間外勤務の縮減に取り組みます。

　2　事務経費の節減に努めています
十日町市では「市役所エコアップ計画」を定め、電気

や水などエネルギーの節約、ミスコピーの防止や両面コ

ピーの徹底による紙資源の節約、ごみ減量化に取り組ん

でいます。具体的には、各所属のリーダーがチェックリ

ストを用いて、毎月個々の職員の取り組み状況を確認し、

その徹底を図っています。

　
国
際
的
視
野
か
ら
女
性
問
題
を
み
　
　
　
も
研
修
成
果
を
生
か
し
、
女
性
の

つ
め
直
し
、
豊
か
な
地
域
づ
く
り
に
　
　
　
地
位
向
上
や
地
域
社
会
の
た
め
の

取
り
組
む
女
性
指
導
者
を
育
成
す
る
　
　
　
実
践
の
場
で
指
導
的
役
割
を
果
た

こ
と
を
目
的
に
、
海
外
派
遣
事
業
の
　
　
　
せ
る
人
。

参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
■
応
募
方
法
1
1
参
加
申
込
書
、
履
歴

■
募
集
期
間
0
6
月
1
日
㈹
～
2
3
日
　
　
　
書
、
住
民
票
、
レ
ポ
ー
ト
（
応
募

　
㈱
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
動
機
・
学
び
た
い
課
題
・
派
遣

■
派
遣
期
間
H
1
1
月
3
日
㈱
～
1
2
日
　
　
　
成
果
の
生
か
し
方
を
4
百
字
詰
め

　
働
の
1
0
日
間
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
原
稿
用
紙
2
枚
に
ま
と
め
た
も
の
）

■
訪
問
国
け
デ
ン
マ
ー
ク
お
よ
び
ス
　
　
　
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ウ
ェ
ー
デ
ン
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■
問
合
せ
・
申
込
み
”
企
画
人
事
課

■
応
募
資
格
H
県
内
在
住
の
平
成
1
1
　
　
　
企
画
係
へ
。

　
年
4
月
1
日
現
在
、
満
3
0
歳
～
5
5
　
　
■
そ
の
他
H
旅
行
費
用
の
半
分
程
度

　
歳
ま
で
の
人
で
、
現
在
活
発
な
地
　
　
　
　
（
約
2
5
万
円
）
は
参
加
者
が
負
担
。

　
域
活
動
を
行
っ
て
お
り
、
帰
国
後
　
　
　
事
前
研
修
へ
の
参
加
が
必
要
。

　
十
日
町
市
で
は
「
女
性
も
男
性
も
　
　
　
ム
・
講
師
選
定
、
セ
ミ
ナ
ー
当
日

生
き
生
き
と
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
　
　
　
の
進
行
運
営
な
ど
を
企
画
し
て
い

地
域
づ
く
り
」
を
目
標
に
、
男
女
が
　
　
　
た
だ
き
ま
す
。

と
も
に
考
え
、
学
び
あ
う
セ
ミ
ナ
ー
　
　
■
説
明
会
H
▼
日
時
”
6
月
9
日
㈱

を
7
～
1
2
月
に
開
催
し
ま
す
。
つ
き
　
　
　
第
1
回
目
“
午
後
－
時
3
0
分
～

ま
し
て
は
、
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
の
企
画
　
　
　
第
2
回
目
”
午
後
7
時
3
0
分
～

運
営
に
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
ボ
ラ
　
　
　
（
い
づ
れ
も
約
1
時
間
、
希
望
者

ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
ま
す
。
　
　
　
は
ど
ち
ら
か
に
ご
出
席
く
だ
さ
い
。
）

ス
タ
ッ
フ
募
集
に
あ
た
っ
て
は
次
の
　
　
　
▼
場
所
”
公
民
館
本
館

と
お
り
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
の
で
、
　
　
■
主
催
ロ
十
日
町
市
・
十
日
町
市
教

ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。
　
　
　
　
　
　
　
育
委
員
会

■
応
募
資
格
H
市
内
在
住
の
男
女
、
　
　
■
主
管
1
1
十
日
町
女
性
ネ
ッ
ト
ワ
ー

　
ま
た
は
市
内
に
勤
め
て
い
る
男
女
　
　
　
ク

■
仕
事
内
容
H
今
年
度
開
催
す
る
　
　
■
問
合
せ
”
十
日
町
市
企
画
人
事
課

　
「
女
性
セ
ミ
ナ
ー
」
の
プ
ロ
グ
ラ
　
　
　
企
画
係
（
内
線
2
1
6
）
へ
。
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回

一
滴
の
水
か
ら
つ
く
ろ
う

　
水
道
は
、
健
康
で
文
化
的
な
生
活
や
、
様
々
な
社
会
経
済
を
支
え
る
必

要
不
可
欠
な
生
活
基
盤
施
設
と
し
て
、
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

水
道
の
現
状
　
甜

◆
上
水
道

　
上
水
道
事
業
は
、
昭
和
32
年
の
給
水
開

始
以
来
、
社
会
経
済
の
発
展
や
生
活
水
準

の
向
上
な
ど
に
よ
る
需
要
の
増
大
に
対
処

す
る
た
め
に
3
回
の
拡
張
事
業
を
行
い
、

現
在
、
十
日
町
・
中
条
・
川
治
の
平
場
地

区
に
給
水
を
し
て
い
ま
す
。

◆
簡
易
水
道

　
上
水
道
給
水
区
域
外
に
お
い
て
は
、
簡

易
水
道
2
2
施
設
と
小
規
模
水
道
2
施
設
が

整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
年
5
月
か
ら
は

水
沢
南
部
地
区
簡
易
水
道
も
一
部
が
完
成

し
、
新
た
に
水
沢
市
ノ
沢
、
中
在
家
の
2

集
落
に
給
水
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

施
策
の
議
　
　
、
熈

◆
水
道
施
設
の
整
備

　
配
水
管
網
整
備
や
老
朽
管
の
更
新
を
行

う
た
め
、
道
路
改
良
事
業
や
下
水
道
管
渠

布
設
事
業
に
あ
わ
せ
て
、
配
水
管
の
布
設

お
よ
び
布
設
替
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
水
源
の
安
定
確
保
を
図
る
た
め
、

取
水
能
力
が
低
下
し
た
水
源
や
老
朽
化
が

進
ん
だ
ポ
ン
プ
施
設
、

を
行
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
㌧
遭

浄
水
施
設
の
整
備

◆
水
道
未
普
及
地
域
の
解
消

　
現
在
、
市
内
の
山
間
地
に
水
道
未
普
及

地
域
が
1
3
集
落
あ
り
ま
す
。

　
簡
易
水
道
な
ど
を
計
画
的
に
整
備
し
て

未
普
及
地
域
の
解
消
に
努
め
て
い
ま
す
。

経
営
の
健
釜
　
纏

◆
水
道
事
業
は
独
立
採
算
制

　
上
水
道
に
は
地
方
公
営
企
業
法
が
適
用

さ
れ
、
水
道
事
業
の
経
費
は
原
則
と
し
て
、

そ
の
公
営
企
業
の
経
営
に
と
も
な
う
収
入

を
も
っ
て
あ
て
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

水
道
事
業
の
独
立
採
算
制
は
、
一
般
企
業

の
経
営
に
準
じ
て
、
水
道
サ
ー
ビ
ス
の
原

価
を
そ
の
受
益
者
に
求
め
る
、
い
わ
ゆ
る

受
益
者
負
担
を
原
則
と
し
ま
す
。

◆
水
道
料
金
の
改
定

　
現
在
の
水
道
料
金
は
、
昭
和
6
0
年
4
月

に
改
定
さ
れ
て
以
降
据
え
置
か
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
間
、
上
水
道
は
経
費
の
節
減
な

ど
に
よ
り
独
立
採
算
を
堅
持
し
て
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
一
昨
年
か
ら
給
水
収
益
が

窓づ聾麹畿藪・臨鋤

醸鐸謬馨曙
道　　　　　障　鉛一り
←た

　｝　轟津　、」
　　　　・尋　。
　　　v　　　・・妻健
　　　　〔お…　L】犀o

ジ沸磁縛
讐γ3概，
　　　、，襲“｝

讐
講
聾
鱗
髄
難
誘

類
蝉
耀
響
懇
鋤

を
残
さ
な
い
た
め
に
と
、
今
年
1
0
月
か
ら

平
均
9
・
4
2
％
の
値
上
げ
を
お
願
い
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

水
質
検
査
綴
駿
綴
難
蕊

　
水
道
法
に
定
め
ら
れ
た
上
水
道
の
水
質

検
査
結
果
を
公
表
い
た
し
ま
す
。

　
検
査
の
結
果
、
す
べ
て
の
項
目
で
基
準

値
を
ク
リ
ア
し
て
お
り
、
安
全
な
水
で
あ

る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

巳
水
道
が
有
す
べ
き
性
状
に
関
す
る
項
目

　
水
道
水
と
し
て
使
用
し
て
も
障
害
の
生

じ
る
恐
れ
の
な
い
水
準
と
し
て
設
定
さ
れ

て
い
る
も
の
で
す
。

■
健
康
に
関
す
る
項
目

　
生
涯
に
わ
た
り
、
連
続
的
な
摂
取
を
し

て
も
、
人
の
健
康
に
影
響
が
生
じ
な
い
基

準
を
も
と
に
、
安
全
性
を
十
分
考
慮
し
て

設
定
さ
れ
て
い
る
項
目
で
す
。

　
取
引
（
売
買
）
や
証
明
に
使
う
「
は
か

り
」
は
2
年
に
一
度
の
定
期
検
査
を
受
け

る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
対

象
者
は
必
ず
受
検
し
て
く
だ
さ
い
。

■
検
査
の
対
象
と
な
る
「
は
か
り
」

　
▼
電
気
抵
抗
線
式
は
か
り
▼
直
線
目
盛

　
の
指
示
は
か
り
▼
直
線
目
盛
以
外
の
指

　
示
は
か
り
▼
棒
は
か
り
▼
手
動
指
示
併

　
用
は
か
り
▼
台
手
動
は
か
り
▼
皿
手
動

　
は
か
り
▼
誘
電
式
は
か
り
▼
手
動
天
秤

　
は
か
り
▼
電
磁
式
は
か
り
▼
光
電
式
は

　
か
り

※
新
潟
県
計
量
検
定
所
よ
り
届
出
済
証
の

交
付
を
受
け
た
は
か
り
も
検
定
対
象
と

〈定期検査日程表〉

な
り
ま
す
。

■
検
査
対
象
外
の
「
は
か
り
」

　
▼
家
庭
用
の
は
か
り
▼
取
引
や
証
明
に

用
い
な
い
は
か
り
▼
平
成
1
0
年
6
月
1
5

日
以
降
に
他
の
市
町
村
で
定
期
検
査
を

受
け
た
は
か
り
▼
平
成
1
0
年
以
降
に
新

た
に
購
入
し
た
は
か
り

■
注
意
　
ヘ
ル
ス
メ
ー
タ
ー
や
キ
ッ
チ
ン

　
ス
ケ
ー
ル
を
取
引
や
証
明
に
用
い
た
場

合
、
あ
る
い
は
定
期
検
査
を
受
け
な
い

は
か
り
を
取
引
や
証
明
に
用
い
た
場
合

は
罰
則
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

■
問
合
せ
　
市
民
生
活
課
生
活
環
境
係

　
へ
。

鰯、繋・雛『』 …／葦擬鶴繋鶴…・…

6月15日（幻

9＝30～11；00
市民スポーツ

　　ハウス
中条地区全域（ただし新座、本町
7を除く）

13＝30～15＝00 下条地区公民館 下条地区全域

6月16日㈱
9＝30～11：30
13二〇〇～15＝00

川治地区公民館
川治地区・六箇地区全域（ただし
山本町、千歳町、寿町を除く）

6月17日休1
9＝30～11：30
13＝00～15：00

水沢地区公民館 水沢地区全域

6月18日㈹ 9：30～11＝30
吉田地区就業

改善センター
吉田地区全域

6月22日㈹
9130～11：30

十日町

　市民体育館

山本町、千歳町、寿町、本町1

13：00～15：00 本町西1、本町東1、本町2～5

6月23日㈱
9＝30～11：30 本町6、袋町、栄町、高田町1～3

13＝00～15：00
丸山町、昭和町、泉町、西寺町、
七軒町、駅通り

6月24日休〉

9：30～11：30
西浦町、稲荷町、西本町、加賀糸
屋町、関口樋口町

13：00～15：00
千代田町、八幡田町、諏訪町、水
野町、下川原町、若宮町、神明町、
学校町、田中町、宮下町

6月25日㈹ 9＝30～11二30
川原町、上川町、島、田川町、江
道、菅沼、大池、津池、赤倉、新
座、本町7

4



　
ラ
　
在
　
現
　
日
　
31
　
月
　
　
　
年
　
n
況
成
状
倖
帽漸砿肺相■■問

合
せ
”
十
日
町
市
水
道
局

　
　
　
　
　
（
智
5
7
－
3
1
1
1
）

■健康に関する項目（29項目）

難
類
驚
病
原
生
物

襲i鑛i難鰻 鰯醗懸犠鑛鐵i灘難難 懸灘灘灘灘鱗
1灘灘i灘雛灘鑛

　　　0
　せ
　lI
＿十
智日
57町
1市
3水
1道
1局

↓
、

問
合
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 （平成11年3月31日現在）

灘　　灘i 縫麟灘鰻 灘雛顯
一　　般　　細 菌 1m2中100以下

上　　水　　道 27，752 62．33大　　腸　　菌 群 検出されないこと 検出されず

無
機
物
質
・
重
金
属

カ　　ド　ミ　ウ ム 0．01mg／2以下 0．001未満 簡易　水道 15，723 35．32

水 銀 0．0005mg／2以下 0．00005未満
小規模水道 64 0．14

セ　　　　レ ン 0．01mg／2以下 0．001未満

自家用水のみ 983 2．21鉛 0．05mg／2以下 0，001

ヒ 素 0．01mg／2以下 0．001未満 人　　　　　口 44，522 100．00

六　価　ク　ロ　ム 0．05mg／2以下 0．005未満

■水道水が有すべき性状に関連する項目（17項目）シ　　　　ア　　　　ン 0．01mg／2以下 0．001未満

10mg／2以下 2．2硝酸・亜硝酸性窒素 蒙纏『コP、『

『
『
獲
騰

難．…麟．．．1

麟難灘翻嬢麟纏
嚢灘霧．翻鍵嚢

フ　　　ツ　　　素 0．8mg／2以下 0．08未満 難
難 ．．懇i縦難撚懲

｝
般
有
機
化
学
物
質

四　塩　化　炭　素 0．002mg／2以下 0．0002未満

色

亜　　　　　　　　鉛 LOmg／2以下 0．01未満

1．2一ジクロロエタン 0．004mg／2以下 0．0004未満 鉄 0．3mg／2以下 0．03未満

1．1一ジクロロエチレン 0．02mg／2以下 0．002未満 銅 LOmg／2以下 0．01未満

ジクロロメタン 0．02mg／2以下 0．002未満 マ　　ン　　ガ　　ン 0．05mg／2以下 0．005未満
シスー1．2一ジクロロエチレン 0．04mg／2以下 0．004未満

ナ　　ト　リ　ウ　ム 200mg／2以下 9．3

テトラクロロエチレン 0．01mg／2以下 0．001未満

味
覚

塩　素　イ　オ　ン 200mg／2以下 12
1．1．2一トリクロロエタン 0．006mg／2以下 0．0006未満

硬度（カルシウム・マグネシウム等） 300mg／2以下 62
トリクロロエチレン 0．03mg／2以下 0．001未満

蒸　発　残　留　物 500mg／2以下 120
ベ　　ン　　ゼ　　ン 0．01mg／2以下 0．001未満

有機物等（過マンガン酸力リウム消費量） 10mg／2以下 0．2未満

消
毒
副
生
成
物

ク　ロ　ロ　ホ　ルム 0．06mg／2以下 0．001未満
発泡 陰イオン界面活性剤 0．2mg／2以下 0．02未満

ジブロモクロロメタン 0．1mg／2以下 0，001

ブロモジクロロメタン 0．03mg／2以下 0，001 に
お
い

1．1．1一トリクロロエタン 0．3mg／2以下 0．001未満

ブ　ロ　モ　ホ　ル　ム 0．09mg／2以下 0，001
フ　ェ　ノ　ー　ノレ　類 フェノールとして0．005mg／¢以下 0．005未満

総トリハロメタン 0．lmg／2以下 0，003

基
礎
的
性
状

P　　　H　　　値 5．8以上8．6以下 6．5

農
　
　
薬

1．3一ジクロロプロペン 0．002mg／2以下 0．0002未満 味 異常でないこと 異常なし

シ　　マ　　ジ　　ン 0．003mg／2以下 0．0003未満 臭　　　　　　　気 異常でないこと 異常なし

チ　　ウ　　ラ　　ム 0．006mg／2以下 0．0006未満 色　　　　　　　　度 5度以下 2
チオベンカルブ 0．02mg／2以下 0．002未満 濁　　　　　　　　度 2度以下 0．1未満

へ
。

■水道水が有すべき性状に関連する項目（17項目）

　
現
在
、
児
童
手
当
を
受
け
て
い
る
人
は

市
か
ら
送
ら
れ
る
現
況
届
を
提
出
し
な
い

と
支
給
が
停
止
さ
れ
ま
す
。
忘
れ
ず
に
下

記
に
よ
り
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
●
持
参

す
る
物
H
児
童
手
当
現
況
届
、
印
鑑
、
年

金
加
入
証
明
（
国
民
年
金
加
入
者
は
不
要
）

●
そ
の
他
口
当
日
都
合
の
つ
か
な
い
人
は

代
理
人
で
も
可
。
た
だ
し
、
受
給
者
本
人

の
印
鑑
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、

当
日
提
出
が
で
き
な
い
人
は
6
月
3
0
日
㈱

ま
で
に
市
民
生
活
課
国
民
年
金
係
へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
■
6
月
支
給
11
2
～
5

月
分
の
手
当
は
6
月
1
0
日
㈲
に
指
定
さ
れ

た
口
座
に
振
り
込
み
ま
す
。
■
問
合
せ
鋒

　
土
地

①
住
宅
用
地
へ
の
軽
減
措
置

小規模
住宅用地
（200m2以下）

一般住宅

周　　地
（200蘭2超）

固定資産税

課税標準額

評価額の

6分の1

に軽減

評価額の

3分の1

に軽減

都市計画税

課税標準額

評価額の

3分の1

に軽減

評価額の

3分の2

に軽減

②
都
市
計
画
税
へ
の
軽
減
措
置

　
固
定
資
産
税
で
税
額
の
据
え
置
き
や
引

き
下
げ
と
な
る
土
地
に
つ
い
て
、
都
市
計

画
税
で
は
「
本
来
の
課
税
標
準
額
で
算
出

市
民
生
活
課
国
民
年
金
係
へ
。

水沢地区
6／15
（幻

13：30～

　15：00

水沢地区

公民館

下条地　区
6／16
㈱

9：00～

　11：30

下条地区

公民館

中条地　区
（雛㌶塑）

13：30～

　15：00

中条地区

公民館
十日町・川治・
六箇・吉田・新座・

大井田地区

6／17
㈲

9：00～

　15：00 市役所

さ
れ
た
税
額
」
と
「
据
え
置
き
ま
た
は
引

き
下
げ
後
の
課
税
標
準
額
で
算
出
さ
れ
た

税
額
」
を
比
較
し
て
「
そ
の
超
え
た
税
額
」

が
減
額
さ
れ
ま
す
。
（
平
成
n
年
度
ま
で
）

　
家
　
屋

　
一
定
条
件
（
面
積
等
）
を
満
た
す
新
築

住
宅
に
は
減
額
を
実
施

▼
軽
減
す
る
額
（
固
定
資
産
税
）

・
住
居
部
分
の
1
2
0
㎡
ま
で
に
相
当
す

　
る
税
額
を
2
分
の
ー
に
減
額

・
1
2
0
㎡
以
下
の
場
合
は
、
課
税
さ
れ

　
る
税
額
の
2
分
の
ー
を
減
額

▼
減
額
す
る
期
間

ア
、
一
般
住
宅
”
新
築
後
3
年
間

イ
、
3
階
以
上
の
耐
火
構
造
・
準
耐
火
構

　
造
住
宅
陪
新
築
後
5
年
間

■
問
合
せ
H
税
務
課
資
産
税
係
へ
。
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い
き
い
き
と
し
た

　
　
、
．
麟
難

磁鶴．

　平成12年4月の介護保険制度スタ

ートに向けて、いよいよ今年の10月

から介護保険サービスを受けるため

の受け付けが始まります。市民の皆

さんから制度についてより知ってい

ただくために、今月から12年3月ま

で11回シリーズでお伝えします。

「妻有の里」のデイサービス

　
私
た
ち
は
今
、
高
齢
化
社
会
の
な

か
に
あ
り
、
約
5
年
後
に
は
4
人
に

1
人
が
高
齢
者
と
い
う
時
代
を
迎
え

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
介
護
を
必
要

と
す
る
高
齢
者
が
増
え
る
一
方
で
介

護
す
る
人
も
高
齢
に
な
り
、
ま
た
働

き
に
出
る
女
性
も
増
え
る
な
ど
家
族

だ
け
で
介
護
す
る
こ
と
は
難
し
く
な

っ
て
い
ま
す
。

　
も
は
や
介
護
は
誰
も
が
直
面
す
る

問
題
な
の
で
す
。
そ
こ
で
、
介
護
を

社
会
全
体
で
支
え
る
「
介
護
保
険
制

度
」
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

一十日町市
一新潟県

人口に占める
65歳以上の割合

25．2

22，9
22．4

21．8

22．82L1
20．4

21
20．5

20

H10　Hll　H12　H17
　　　※H12年以降は推計

1a14a8193

H2　H8　H9

　
に
　

％
2
（

20

15

介護保険制度のしくみ

保険料は所得などにより
各市町村で決められ、ま
た各市町村の介護保険サ
ービスの水準により異な
ります。

険給付の内訳

　
　
　
　
　
号
料
％

懸
難
　
灘
お

灘
灘
、
朧

被　　　讐・ 一　饗　。躍　’3　　　　　　釜　　一　硬 一 躍　’
　＝

保
険
者

65歳以上の人
40歳から64歳までの
医療保険加入者

第
喜
保
険
料

灘懲麗…

i……，

操／

騎

　　保険者

十日町市

全国一律に
プール
　　　　　●保1

　　　　　　市田
　　　　　γ　　12

　　　　髪
　　　霧
　　　　　　　髪

一定割合
を交付

費用の9割

介護保険サービス提供機関
籔蚤

i翼5

介護保険サービス　　　　　　費用の1割 ／／！灘馨嚢

介護保険サービス利用者

村
％
町
5

住民に最も身近な行政で
ある市町村が保険者とな
って介護保険を運営しま
す。

金
％

税
5
0

担
）
負
金
費
税
公
（

擁　
　
講

醐

介護保険サービスは市町
村や社会福祉法人に限ら
ず、民間企業、生協、農

協などについても一定の
基準を満たせば提供する
ことができます。

　
6
5
歳
以
上
の
人
（
第
1
号
被
保
険

者
）
と
4
0
歳
以
上
6
5
歳
未
満
の
医
療

保
険
に
加
入
し
て
い
る
人
（
第
2
号

被
保
険
者
）
が
介
護
保
険
に
加
入
し

ま
す
。

　
寝
た
き
り
や
痴
呆
な
ど
で
常
に
介

護
を
必
要
と
す
る
人
や
、
常
時
の
介

護
ま
で
は
必
要
な
い
が
、
日
常
生
活

に
支
援
が
必
要
な
状
態
に
な
っ
た
人

が
介
護
保
険
か
ら
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
介
護
保
険
制
度
に
つ
い
て
、
各
地

域
で
の
集
会
に
出
向
き
、
説
明
を
し

ま
す
。
ご
質
問
や
ご
意
見
を
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。
問
い
合
わ
せ
は
健
康
福

祉
課
介
護
保
険
室
介
護
保
険
係
（
盈

57

1
3
1
1
1
）
へ
。

介
護
保
険
事
業
者
指
定

　
　
　
説
明
会
の
お
知
ら
せ

ロ
日
時
”
平
成
U
年
6
月
9
日
㈱
午

後
2
時
～
4
時
口
場
所
腿
十
日
町
保

健
所
3
階
講
堂
顧
対
象
者
鷺
十
日
町

市
・
中
魚
沼
郡
内
の
事
業
者
ロ
内
容

緋
介
護
保
険
事
業
者
の
指
定
申
請
な

ど
ロ
申
込
み
・
問
合
せ
n
6
月
4
日
働

ま
で
に
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で

十
日
町
保
健
所
（
盈
5
7
－
2
4
0
0
、

F
A
X
5

7
－
2
4
7
4
）
へ
。
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里創プラン通信

　　　　⑤
十日町地域広域事務組合

　　企画振興課
十日町地域消防本部3階
　　費57－2637

6月6日（日）午前10時一午後4時

昭和町2・3丁目通り

　　　　歩行者天国
　　　　（午前9時から午後5時までは全面交通止め）

　昨年から始まった「越後妻有花の道　花と緑のフェスティバ

ル」。第2回目となる今年は、6月6日（日）に昭和町通りの歩行者

天国で開催されます。「花の道」は、越後妻有アートネックレス

整備構想の事業の一つとして十日町地域6市町村の施設や観光

拠点を花でつなぐことで、回遊性をもたせるとともに、美しい

妻有づくりをしていくものです。ぜひお出かけください。

①オープニングセレモニー

　午前10時～10時20分

　勇壮な響、和太鼓の実演

②花と緑の相談所

③花鉢・植木の展示即売

④ちぴっ子コーナー

　ピッチングマシン、らくがき、

　電車でGO！

⑤花の音楽会

　午後1時30分～2時

　ギターデュオ「ロス・デル・セキ

　ヤ」ミニコンサート

⑥湯茶のサービス（先着500名様）

醗・瞬鞍霧警滞握欝響ン
灘誰　　　　　　　　黙議

⑦十日町盆栽会による盆栽展

⑧造花アレンジ・花束販売

⑨観葉ミニ植込展示

⑩ガーデニングの展示

⑪花のオークション

　午前11時～、午後2時～

⑫ハンギングバスケットの展示

⑬広域圏コーナー

　雪割草や特産物の展示・販売・観

　光PR
⑭昭和町ピロティギャラリー＆カフ

　ェテリア

　水彩画展、軽食等。

●「ミニコンテナガーデン教室」

　受講者各先着15人。参加費1，000円

午前10時30分、午後1時30分

●「生花のアレンジ教室」

受講者各先着10人、参加費1，000円

午前10時30分、午後1時30分

●「ドライフラワーアレンジ教室」

受講者各先着10人、参加費1，000円

午前10時30分、午後1時30分

●「フリーマーケット出店」

出店料は無料

●申込み・問い合わせは市民生活課生

活環境係（a57－3111）へ。

　　　　『1禦1麟輔灘鯨
．羅鵜鷹鍍鷺灘、謬鱒蘇轍鞭罪牒．・、・

．．轍卿難麟群鵡隷騨蟹籍鱗灘難華
叢糠難難域綾驚の鞭諜鑛懸遷騰毒恥の場匠摺濃謝親塞黛園」

灘整備襲進鞭盤懸．粛蕪・鰹の箏業の特徴は・往環の代表組

・織薩悲鍵⑳繁鞍羅愚翻蒸鍵倒滋簿整備の翼体的内容を提言

1購騰顯．癬聯、購轟　　　、
、鯉嚇辮譲轍襯灘難の道モデノレの第藩』
濃幕鷺地域の辮懇癬⑳拳細の麟鳶桜馨植樹します。つき

．・藻鎌騨1警墾ただく・桜の鷺

・鞭霧鷲、騰鍵，締藤灘織購麹撃難騨
鱗翻蟹しで鶏・、鶏霞㈱蕪篠礁購鞭懸妻欝鑛構羅．

懸醐舗樹鯵加購継欝．・難驚韓麟鰻露
1－糠購の指導で灘纈講懸灘灘顯購難
　鞭応募資格

　　十日晦聯。期西町⑳麟縮鞭灘辮一灘

　●申込券劣法　　　　　　、

　　植樹12本で、先着順に電話ま，だ轍灘灘騨露叢誰葵嫉繍醸

　ます◎　　　　　　　　　．〆1『』一・〆

　●棚騎合わせ　　　　　　　　　　　　　　　　　．

灘灘欝欝灘蟹鱗講、嚢、鯉鯉
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　　「私のきもの着こなし術」

　新緑の清々しい季節には、素敵なきも

のを着て、外に出かけてみたくなります。

そこで今月は、きものを愛する皆さんに

こだわりの着こなし術をお聞きしました。

　　　　　　声　　　　の　　　な　罷撲まちの

き
も
の
は
気
軽
に
着
こ
な
し
ま
し
ょ
う

　
小
さ
い
こ
ろ
か
ら
我
が
家
で
は
、

お
正
月
に
は
家
族
そ
ろ
っ
て
き
も
の
、

お
盆
に
は
ゆ
か
た
を
着
て
い
ま
し
た
。

そ
ん
な
環
境
に
育
っ
た
私
が
、
本
格

的
に
着
付
け
を
学
ん
だ
の
は
8
年
前
、

青
少
年
ホ
ー
ム
の
教
室
が
始
ま
り
で

す
。
そ
の
当
時
、
私
は
友
人
と
オ
ー

ス
ト
リ
ア
の
ウ
ィ
ー
ン
で
ク
ラ
シ
ッ

ク
音
楽
の
鑑
賞
を
す
る
こ
と
に
な
り
、

ど
う
せ
な
ら
日
本
の
正
装
で
あ
る
き

も
の
で
参
加
し
た
い
と
い
う
こ
と
が
、

着
付
け
を
習
い
始
め
た
直
接
の
動
機

で
す
。

　
最
初
の
こ
ろ
は
、
き
れ
い
な
振
り

　　　「花と緑の仕掛け人」

　当間高原の「アイリスまつり」、昭和町

通りでの「花と緑のフエスティバル」な

ど市内ではこの時期、花や緑に関する催

しが目白押しです。次回はそんなイベン

トを支える皆さんの声をお届けします。

岡田雅美さん
　（山本3）

袖
を
着
て
み
た
い
と
い
う
あ
こ
が
れ

が
強
か
っ
た
の
で
す
が
、
き
も
の
を

習
い
始
め
て
月
日
が
過
ぎ
る
と
、
き

も
の
に
対
す
る
趣
味
や
志
向
が
現
れ

て
き
ま
す
。
最
近
で
は
好
き
な
き
も

の
に
合
う
小
物
選
び
に
も
面
白
さ
を

み
つ
け
て
い
ま
す
。

　
き
も
の
に
は
伝
統
や
正
装
と
い
う

イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
。
と
は
い
え
、

き
も
の
は
、
か
た
苦
し
く
着
る
べ
き

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
あ
く
ま
で

も
自
然
体
に
、
気
軽
に
着
こ
な
す
こ

と
が
一
番
大
切
で
す
。

　
最
近
で
は
私
自
身
は
、
気
軽
に
着

◆投稿される方へ　はがきや釆庁などい

ずれの万法でも構いません。なお紙上

匿名は構いませんが、お名前、住所、

電話番号だけは明記してくださいσ

◆送付先　6目10日㈲までに企画人事課

広報広聴係（〒948－8504十日町市干歳

町3－3　智57－3111内線213・214）

　
　
つ
む
ぎ

れ
る
「
紬
」
や
「
散
歩
着
」
が
大
好
き

で
す
。
ま
た
昨
年
原
宿
で
開
催
さ
れ

た
「
散
歩
着
コ
ン
テ
ス
ト
」
の
中
で
、

若
い
人
た
ち
の
ざ
ん
新
な
着
こ
な
し

が
多
く
の
人
の
目
を
引
き
ま
し
た
。
き

も
の
を
新
た
な
時
代
の
中
で
今
ま
で

に
な
い
着
方
を
試
み
る
こ
と
は
大
い

に
歓
迎
す
べ
き
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
に
私
は
、
き
も
の
好
き

の
若
い
人
た
ち
が
結
成
し
て
い
る
集

ま
り
に
も
参
加
し
て
、
十
日
町
の
き

も
の
を
雪
ま
つ
り
や
東
京
ド
ー
ム
な

ど
で
P
R
し
た
り
し
て
い
ま
す
。
東

京
な
ど
で
は
、
き
も
の
姿
の
女
性
が

数
人
で
い
る
と
、
周
り
の
人
た
ち
の

注
目
も
自
然
と
集
ま
る
よ
う
で
す
。

　
美
し
い
も
の
を
着
て
み
た
い
、
美

し
い
も
の
を
知
り
た
い
と
い
う
の
は

誰
も
が
持
つ
素
朴
な
感
情
な
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
き
も
の
の
町
に
生
ま

れ
育
っ
た
の
で
す
か
ら
、
き
も
の
の

素
晴
ら
し
さ
を
少
し
で
も
多
く
の
人

に
知
っ
て
い
た
だ
き
、
気
軽
に
着
こ

な
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

⑱　　いちばんいいて

東京都荒川区西尾久3－24－4（市内田麦出身・67歳）福崎厚二さん

陰

　
私
が
故
郷
十
日
町
を
旅
立
っ
た
の
は
、
今
か

ら
5
0
年
前
、
夢
多
き
1
7
歳
の
時
で
し
た
。
小
学

唱
歌
の
「
…
夢
は
今
も
巡
り
て
忘
れ
が
た
き
故

郷
…
」
の
と
お
り
、
当
時
の
こ
と
が
走
馬
灯
の

よ
う
に
頭
の
中
を
駆
け
巡
る
昨
今
で
す
。

　
昨
年
1
1
月
、
帝
国
ホ
テ
ル
で
十
高
の
同
級
会

が
あ
り
半
世
紀
振
り
に
出
席
し
ま
し
た
。
初
め

は
顔
と
名
前
が
一
致
せ
ず
、
半
数
近
い
人
と
名

乗
り
合
い
な
が
ら
固
い
握
手
を
交
わ
し
、
光
陰

矢
の
ご
と
し
を
実
感
し
ま
し
た
。
小
学
校
の
同

級
会
に
も
出
席
し
て
い
な
い
た
め
、
私
の
脳
裏

に
あ
る
級
友
は
、
い
ま
だ
に
坊
主
頭
と
オ
カ
ッ

パ
さ
ん
の
ま
ま
で
す
。
今
度
会
う
と
一
瞬
に
し

て
「
浦
島
太
郎
の
玉
手
箱
」
で
し
ょ
う
が
、
皆

さ
ん
に
会
え
る
日
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　
私
は
田
麦
か
ら
町
の
中
学
、
高
校
ま
で
砂
利

道
を
一
時
間
も
歩
い
て
通
い
ま
し
た
。
当
時
は

遠
く
て
行
く
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
清
津
峡
、

七
ツ
釜
、
鉢
の
石
仏
な
ど
も
最
近
訪
ね
る
こ
と

が
で
き
、
長
年
の
念
願
が
や
っ
と
か
な
え
ら
れ

ま
し
た
。
温
泉
の
多
さ
に
も
仰
天
し
て
い
ま
す
。

　
昨
年
春
の
連
休
に
千
手
か
ら
十
日
町
の
街
を

展
望
し
、
背
後
に
あ
る
山
の
残
雪
を
頂
い
た
八

海
山
と
苗
場
山
の
雄
姿
を
初
め
て
遠
望
し
、
そ

の
素
晴
ら
し
さ
に
見
ほ
れ
て
感
動
し
ま
し
た
。

　
今
、
我
が
家
の
庭
は
ふ
じ
の
花
が
咲
き
乱
れ
、

道
行
く
人
を
楽
し
ま
せ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
ほ

か
十
日
町
産
の
万
作
、
雪
割
草
、
す
み
れ
な
ど

も
都
会
生
活
に
慣
れ
、
開
花
時
に
は
私
同
様
故

郷
十
日
町
に
思
い
を
は
せ
て
い
る
よ
う
で
す
。
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き
も
の
で
心
も
姿
勢
も
新
鮮
に

　
一
昨
年
、
慣
れ
親
し
ん
だ
春
日
町

か
ら
引
っ
越
し
ま
し
た
が
、
き
も
の

ま
つ
り
に
は
毎
年
、
家
族
で
参
加
し

て
い
ま
す
。

　
私
が
初
め
て
着
物
を
着
た
の
は
成

人
式
で
す
。
着
た
と
い
う
よ
り
着
せ

ら
れ
た
と
い
う
感
じ
で
し
た
。
4
年

前
東
京
か
ら
U
タ
ー
ン
し
て
き
た
と

き
、
き
も
の
ま
つ
り
が
き
っ
か
け
と

な
り
家
族
ぐ
る
み
で
着
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
き
も
の
の
町
に
住
ん
で

い
る
の
だ
か
ら
着
物
を
一
人
で
着
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
美
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
和
西

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
o

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
貴

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
と
い
う
母
親

の
薦
め
で
着
付
け
も
始
め
ま
し
た
。

　
最
初
は
自
分
で
着
付
け
を
し
て
外

へ
出
る
自
信
が
な
く
、
1
年
ほ
ど
過

ぎ
た
こ
ろ
か
ら
よ
う
や
く
外
へ
着
て

出
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
着
物
は
、
き
も
の
ま
つ
り
・
雪
ま

つ
り
・
友
人
の
結
婚
式
の
ほ
か
ー
か

月
に
1
回
く
ら
い
は
仲
間
の
集
ま
り

に
着
て
い
ま
す
。

　
私
は
肩
ひ
じ
張
ら
ず
に
散
歩
着
感

覚
で
着
ら
れ
る
「
紬
」
が
好
き
で
す
。

自
分
の
感
覚
で
楽
に
着
る
の
が
一
番

だ
と
思
い
ま
す
。

　
着
物
へ
の
第
1
歩
は
簡
単
な
「
ゆ

か
た
」
か
ら
入
る
の
が
い
い
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
普
段
着

ら
れ
る
紬
な
ど
を
自
分
で
選
び
、
気

に
入
っ
た
着
物
を
着
る
こ
と
か
ら
始

め
て
く
だ
さ
い
。
基
本
を
し
っ
か
り

や
っ
て
、
機
会
あ
る
ご
と
に
着
て
欲

し
い
と
思
い
ま
す
。

　
着
物
を
着
る
こ
と
で
、
い
ろ
い
ろ

な
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
、
人
か
ら
見

ら
れ
る
立
場
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
着
物
を
着
る
と
き
の
姿
勢
、
歩

き
方
、
振
る
舞
い
な
ど
よ
り
意
識
す

る
こ
と
で
、
普
段
の
生
活
に
プ
ラ
ス

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
最
近
は
「
小
物
」
に
目
が
い
く
よ

う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
小
物
一
つ

で
着
物
の
雰
囲
気
も
、
自
分
の
気
持

ち
も
変
わ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
着

物
を
着
続
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

責
蒼差グh

ヴー

グ
　

吉校卒業後、建物の内装全般を行っている
同今の会社に入社し7年目になります。こ

の春から、2級建築士の資格取得を目標に仕

事が終わってから十日町の訓練校に通ってい

ます。月～金曜は夜7時から9時まで授業で

す。7月に年1回の建築士の資格試験が行わ

れるため、最近は自宅でも眠い目をこすりな

がら勉強しています。

趣瀦髭鋳藷斌望腿卸灘
ではレギュラーにはあと一歩ですが慰労会で

は、重要なレギュラーとして活躍しています。

もう1つは山岳でのスノーボードです。グル

ープにも所属しており、毎年5月の連休には

立山で泊まりがけで楽しんでいます。

将悉蓬讐護∫奨異盆織葎綴

のいろいろな国へ行ってみることが夢です。

※将来の夢に向かって着実に努力を続ける大津さんの

　紹介で次回は小宮山由美さんにバトンタッチ。

　　　　　〆　　　　　ハゆ　　　　タノゆ　　　ぜコ

○　避＿／ーノノ〆

パ魂珍〆！
＼誌ン9魂

十
日
町
市
・
東
京
事
務
所

つ鵬
東
京
都
中
央
区
銀
座
4
の
1
0
の
1
2

酔
銀
座
サ
マ
リ
ヤ
ビ
ル
5
階

引
盈
0
3
，
3
5
4
6
。
7
2
3
0
（
F
A
X
兼
）

大
好
き
十
日
町
会
会
員

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
活
躍

　
4
月
1
6
日
樹
に
笹
山
遺
跡
の
火

焔
型
土
器
が
国
の
文
化
財
保
護
審

議
会
に
お
い
て
国
宝
指
定
の
答
申

を
受
け
、
2
5
日
㈲
か
ら
5
月
5
日

（
こ
ど
も
の
日
）
ま
で
上
野
の
東

京
国
立
博
物
館
で
特
別
展
覧
さ
れ

ま
し
た
。
事
務
所
と
親
交
の
あ
る

首
都
圏
大
好
き
会
員
を
は
じ
め
と

す
る
妻
有
郷
出
身
の
皆
さ
ん
、
県

東
京
事
務
所
、
ネ
ス
パ
ス
、
他
都

市
東
京
事
務
所
な
ど
多
方
面
に
取

り
急
ぎ
ご
案
内
い
た
し
ま
し
た
。

　
さ
て
、
昨
年
か
ら
葛
飾
区
と
の

交
流
の
一
環
と
し
て
参
加
し
て
い

る
「
葛
飾
区
子
ど
も
ま
つ
り
」
が

4
月
2
9
日
（
み
ど
り
の
日
）
に
、

「
柴
又
ま
つ
り
」
が
5
月
9
日
㈲

に
開
か
れ
ま
し
た
。

　
子
ど
も
ま
つ
り
に
は
、
当
間
フ

ォ
ー
ラ
ム
の
皆
さ
ん
や
市
職
員
が

会
場
の
水
元
公
園
に
駆
け
つ
け
、

雪
の
滑
り
台
を
造
っ
た
り
、
市
の

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
配
っ
た
り
の
活

躍
で
し
た
。
子
ど
も
た
ち
に
は
大

好
評
で
、
来
場
し
て
い
た
青
木
葛

飾
区
長
、
滝
沢
教
育
長
、
石
井
子

ど
も
会
育
成
連
合
会
長
な
ど
関
係

す
る
大
勢
の
皆
さ
ん
か
ら
お
礼
の

言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
帝
釈
天
で
の
柴
又
ま
つ
り
に
は
、

大
好
き
十
日
町
会
の
ほ
か
、
物
産

販
売
に
J
A
十
日
町
、
ク
ロ
ス
ー
0
、

高
長
醸
造
、
新
川
屋
の
皆
さ
ん
が

出
店
さ
れ
十
日
町
の
P
R
に
努
め

ま
し
た
。
中
で
も
、
大
好
き
十
日

町
会
と
J
A
十
日
町
が
寄
付
し
た

コ
シ
ヒ
カ
リ
の
つ
か
み
取
り
が
大

盛
況
で
し
た
。

　
首
都
圏
の
大
好
き
会
員
に
こ
の

二
催
事
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
呼
び

か
け
た
と
こ
ろ
、
葛
飾
区
の
鈴
木

益
雄
さ
ん
、
横
浜
市
の
長
谷
川
典

治
さ
ん
な
ど
9
人
の
皆
さ
ん
か
ら

ご
賛
同
い
た
だ
き
ま
し
た
。
大
変

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

騒

魚沼米のつかみ取りが大人気
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相談コーナー

①定例行政相談　　6月11日働

②交通事故相談　　6月14日（月）

③高年齢者職業相談

　毎週月曜日～金曜日

　午前9時～午後4時

　会場：高年齢者職業相談室

④法律相談

　6月10日㈲　桜井陽一弁護士

　6月24日㈱大塚勝弁護士
　午後1時30分～午後4時

　会場：市役所市民相談室

　電話で市民生活課へ要予約。

チレホ：ンリーヒ＝ス

圃十目町市観光情報

　　　　　　　57－0500
雷くらしのダイヤル

　　　025目28507000
5／31～6／7　悪質商法について（その2）

6／7～6／14クレジットの名義貸しは

　　　　　　　　止めましょう！

6／14～6／21消費生活相談事例

　　　　～多重債務のトラブル～

6／21～6／28サラリーマンに

　　　　　　増えている自己破産

6／28～7／5　景気低迷下の暮らしと消費

か
け
ま
せ
ん
か

購前橋
汀
子

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
コ
ン
サ
ー
ト

　
世
界
的
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
前
橋
汀
子

を
迎
え
、
あ
っ
た
か
ク
ラ
シ
ッ
ク
コ
ン
サ

ー
ト
を
開
催
。
鐵
日
時
0
6
月
1
8
日
働
午

後
7
時
開
演
（
午
後
6
時
3
0
分
開
場
）
饗

場
所
蛙
市
民
会
館
獺
演
奏
曲
n
ク
ラ
イ
ス

ラ
ー
「
愛
の
よ
ろ
こ
び
」
、
バ
ッ
ハ
「
G
線

上
の
ア
リ
ア
」
、
グ
ノ
ー
「
ア
ヴ
ェ
マ
リ
ァ
」

ほ
か
獺
入
場
料
”
前
売
3
千
5
百
円
、
当

日
4
千
円
撚
プ
レ
イ
ガ
イ
ド
H
ク
ロ
ス
ー
0
、

公
民
館
本
館
ほ
か
饗
間
合
せ
H
実
行
委
員

会
柳
（
智
5
7
1
9
3
2
8
）
へ
。

招
待
親
善
高
校
野
球
大
会

籔
期
日
U
6
月
1
2
日
㈹
∵
1
3
日
㈲
灘
場
所

“
笹
山
野
球
場
獲
招
待
校
u
金
沢
高
校

（
石
川
）
綴
試
合
日
程
ロ
ー
2
日
第
1
試
合

”
対
十
日
町
高
校
（
午
後
0
時
3
0
分
～
）
、

第
2
試
合
“
対
十
日
町
総
合
高
校
（
午
後

3
時
～
）
、
1
3
日
第
1
試
合
“
対
川
西
高
校

（
午
前
8
時
3
0
分
～
）
第
2
試
合
”
対
十

日
町
高
校
（
正
午
～
）
鐵
問
合
せ
H
野
球

連
盟
事
務
局
小
林
（
携
帯
智
0
9
0
－
8

2
5
3
i
4
8
1
5
）
へ
。

6
月
の
「
な
か
よ
し
ラ
ン
ド
」

　
親
と
子
（
3
歳
未
満
児
）
の
触
れ
合
い

の
場
を
提
供
し
ま
す
。
鐵
日
時
“
6
月
1

日
・
8
日
・
1
5
日
・
2
2
日
・
2
9
日
の
各
火

曜
日
午
前
1
0
時
～
1
1
時
灘
場
所
H
市
民
体

育
館
灘
申
込
み
・
問
合
せ
H
公
民
館
本
館

（
奮
5
7
1
5
0
1
1
）
へ
。
※
1
5
日
は
和

田
敬
子
先
生
を
迎
え
て
行
い
ま
す

お
も
ち
ゃ
図
書
館

　
子
育
て
の
悩
み
な
ど
を
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
灘
日
時
H
6
月
3
日
㈲
・
1
7

日
㈲
午
前
9
時
3
0
分
～
1
1
時
3
0
分
籔
場
所

H
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
雛
問
合
せ
H
健
康

福
祉
課
児
童
家
庭
係
へ
。

　
　
藩
騨

漁隆し

琵
か

醒レ
デ
ィ
ー
ス
＆
ヤ
ン
グ

ド
ラ
イ
ビ
ン
グ
ス
ク
ー
ル

　
正
し
い
運
転
技
術
を
身
に
つ
け
ま
せ
ん

か
。
当
日
は
車
1
0
0
台
に
よ
る
「
ク
ラ

シ
ッ
ク
＆
ド
レ
ス
ア
ッ
プ
カ
ー
コ
ン
テ
ス

ト
」
や
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
も
行
わ
れ
ま
す
。

籔
日
時
H
6
月
1
3
日
㈲
午
前
9
時
～
午
後

2
時
綴
場
所
H
グ
リ
ン
ピ
ア
津
南
灘
ス
ク

ー
ル
参
加
費
H
千
円
籔
ス
ク
ー
ル
申
込
締

切
”
6
月
7
日
㈲
灘
問
合
せ
H
渡
辺
（
ラ

ン
ダ
ム
内
奮
52
1
6
5
2
5
）
へ
。

刈
羽
黒
姫
山
・
清
掃
登
山

　
お
だ
ま
き
山
の
会
で
は
恒
例
の
清
掃
登

山
を
行
い
ま
す
。
雛
期
日
”
6
月
6
日
㈲

（
日
帰
り
）
雛
参
加
費
H
千
円
綴
定
員
H

30
人
難
申
込
み
H
公
民
館
本
館
霧
間
合
せ

H
池
田
（
盈
5
7
1
9
7
8
3
）
へ
。

　
　
　
　

雛
羅

　
織
　
　
叢

　
叢
　
　
麟
麟

鍵
　
　
　
総
　
　
講

　
　
　
　
　
　
灘

　
　
ニ
　
　
　
　
　
が

　
　
　
難
麟
礁
聾
醸

コ
ー
コ
ー

ほ
く
ほ
く
線
⑯

6
月
の

ほ
く
ほ
く
線
沿
線
情
報

〈
ア
ル
プ
の
里
フ
ラ
ワ
ー
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
〉
▼
6
月
1
3
日
㈲
～
8
月

31

日
㈹
▼
湯
沢
高
原
ア
ル
プ
の
里
▼
越
後
湯
沢
駅
か
ら
徒
歩
1
0
分
▼
ア
ル

ブ
の
里
で
撮
影
し
た
花
の
写
真
を
対
象
に
し
た
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
。
賞

金
総
額
1
2
0
万
円
▼
湯
沢
温
泉
ロ
ー
プ
ウ
ェ
ー
事
業
所
（
費
0
2
5
7

1
8
4
1
3
3
2
6
）

〈
門
出
探
鳥
会
〉
▼
6
月
1
3
日
㈲
午
前
5
時
～
▼
高
柳
町
鯖
石
川
ダ
ム
▼

探
鳥
会
を
通
し
て
自
然
に
親
し
み
、
自
然
を
大
切
に
す
る
気
持
ち
を
育
て

て
み
ま
せ
ん
か
▼
県
立
こ
ど
も
自
然
王
国
（
盈
0
2
5
7
1
4

1
1
3
3
5

5
）〈
菖
蒲
高
原
山
菜
ま
つ
り
〉
▼
6
月
6
日
㈲
午
前
1
0
時
～
▼
大
島
村
菖
蒲

高
原
▼
ほ
く
ほ
く
大
島
駅
か
ら
送
迎
バ
ス
2
5
分
▼
わ
ら
び
狩
り
、
地
元
の

料
理
研
究
グ
ル
ー
プ
の
調
理
に
よ
る
山
菜
料
理
の
昼
食
、
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ

ン
ト
あ
り
。
参
加
費
2
千
5
百
円
▼
大
島
村
産
業
振
興
課
（
盈
0
2
5
5

9
1
4
1
3
1
0
1
）

〈
原
田
泰
治
の
世
界
展
〉
▼
6
月
5
日
㈲
～
2
7
日
㈲
▼
上
越
市
立
総
合
博

物
館
▼
高
田
駅
か
ら
柳
島

行
き
バ
ス
乗
車
高
田
公
園

入
口
下
車
、
徒
歩
5
分
▼

失
わ
れ
つ
つ
あ
る
日
本
の

風
景
を
描
き
続
け
る
原
田

泰
治
の
世
界
を
紹
介
。
大

人
7
百
円
、
小
中
高
校
生

3
百
円
▼
上
越
市
立
総
合

博
物
館
（
盈
0
2
5
5
1

24

1
3
1
2
0
）

70



救
急
員
養
成
講
習
会

と
っ
さ
の
手
当
が
生
命
を
救
う
！

獲
日
時
H
6
月
2
6
日
岱
・
2
7
日
㈲
∵
7
月

3
日
㈲
・
4
日
㈲
の
4
日
間
コ
ー
ス
、
午

前
9
時
3
0
分
～
午
後
5
時
3
0
分
雛
場
所
ロ

サ
ン
ク
ロ
ス
籔
受
講
資
格
H
1
5
歳
以
上
雛

定
員
H
3
0
人
獲
参
加
費
”
2
千
円
雛
申
込

み
日
6
月
2
1
日
㈲
ま
で
に
社
会
福
祉
協
議

会
（
盈
5
0
i
5
0
1
0
）
へ
。

昭
和
自
分
史
教
室

　
　
　
　
　
　
　
学
級
生
募
集

　
昭
和
と
と
も
に
歩
ん
で
き
た
あ
な
た
自

身
の
歴
史
を
、
様
々
な
角
度
か
ら
見
つ
め

直
し
、
文
章
に
つ
づ
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

饗
期
間
”
6
月
～
n
月
（
計
1
0
回
予
定
）

雛
日
時
H
第
1
・
第
3
金
曜
日
午
後
7
時

30
分
～
（
開
講
“
6
月
4
日
）
雛
場
所
“
公

民
館
本
館
獺
講
師
H
田
村
喜
一
氏
霧
参
加

費
”
5
0
0
円
磁
申
込
み
日
公
民
館
本
館

（
鱈
5
7
1
5
0
1
1
）
へ
。

◆
警
察
官
A
（
大
卒
）
受
験
者
募
集
中

　
●
受
験
資
格
”
昭
和
4
5
年
4
月
2
日
～

53
年
4
月
－
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
大
学
卒

業
者
（
来
春
卒
業
見
込
者
含
む
）
等
②
採

用
予
定
人
数
”
男
性
6
5
人
、
女
性
若
干
名

●
試
験
日
程
”
▼
第
一
次
試
験
u
7
月
1
1

日
㈲
会
場
“
新
潟
市
▼
第
二
次
試
験
”
8

月
予
定
●
申
込
み
”
6
月
1
7
日
㈱
午
後
5

時
ま
で
に
申
込
書
等
必
要
書
類
を
県
警
本

部
警
務
課
ま
た
は
県
内
の
各
警
察
署
へ
持

参
ま
た
は
郵
送
（
当
日
消
印
有
効
）
⑫
問

合
せ
・
資
料
請
求
”
十
日
町
警
察
署
（
費

52
1
0
1
1
0
）
へ
。

◆
金
婚
・
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
の
該
当
夫
婦

は
申
し
出
を
　
勃
対
象
”
①
金
婚
夫
婦
H

昭
和
2
4
年
4
月
－
日
～
2
5
年
3
月
31
日
の

間
に
結
婚
し
た
夫
婦
②
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚

夫
婦
H
昭
和
1
4
年
4
月
1
日
～
昭
和
1
5
年

3
月
31
日
間
に
結
婚
し
た
夫
婦
③
過
去
に

対
象
に
な
っ
た
が
調
査
に
漏
れ
た
夫
婦
⑫

申
込
み
”
6
月
2
1
日
㈲
ま
で
に
十
日
町
市

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
事
務
局
（
西
寺
町
、

智
50
i
5
0
1
0
）
へ
。

◆
公
営
住
宅
入
居
者
募
集
中

の
応
募
締
切
”
6
月
1
5
日
㈹
②
申
込
み
”

建
設
課
建
築
住
宅
係
へ
。
※
家
族
状
況
、

収
入
限
度
額
等
の
申
込
条
件
あ
り
。

苺鞍1灘襲li嚢 顯塞謹欝1難

黒沢県営住

宅（1戸）

6畳1室、
3畳1室、

DK

9，400円～

　17，900円

黒沢市営住
宅（1戸）

6畳1室、
4．5畳1室、

DK

11，600円～

　25，500円

八幡田市営
住宅（2戸）

6畳2室、
5畳1室、

DK

16，700円～

　36，700円

◆
第
3
2
回
市
展
ポ
ス
タ
ー
募
集

　
1
0
月
2
3
日
ω
～
2
6
日
㈹
に
開
催
す
る
十

日
町
市
美
術
展
の
P
R
用
ポ
ス
タ
ー
を
募

集
し
ま
す
。
●
規
格
”
大
き
さ
H
縦
54

㎝
×
横
3
9
㎝
、
色
”
地
色
（
白
）
を
含
め

3
色
、
文
字
H
「
第
32
回
」
「
市
展
」
、
内

容
は
美
術
展
に
ふ
さ
わ
し
く
ざ
ん
新
な
も

の
⑫
採
用
作
品
”
1
点
（
賞
金
1
万
5
千

円
）
、
佳
作
（
景
品
）
磁
申
込
み
”
7
月
2
1

日
㈱
ま
で
に
社
会
教
育
課
（
公
民
館
本
館

内
暦
57
－
5
0
1
1
）
へ
。

◆
点
字
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
者
募
集
中

　
「
明
窓
会
」
は
点
字
を
学
習
し
な
が
ら
、

市
報
や
新
聞
、
本
な
ど
を
点
訳
し
、
目
の

見
え
な
い
人
に
送
っ
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
グ
ル
ー
プ
で
す
。
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
た

点
訳
を
は
じ
め
楽
し
い
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。
多
数
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。
物
例
会
日
時
”
毎
月
1
回
午
後
7
時

～
9
時
⑫
場
所
”
公
民
館
本
館
⑫
問
合
せ

”
関
口
（
盈
57
－
5
0
9
9
）
へ
。

◆
八
箇
峠
道
路
の
環
境
影
響
評
価
書
縦
覧

　
建
設
省
北
陸
地
方
建
設
局
で
は
、
上
越

魚
沼
地
域
振
興
快
速
道
路
（
高
規
格
道
路
）

の
う
ち
、
八
箇
と
六
日
町
余
川
を
結
ぶ
コ

般
国
道
2
5
3
号
八
箇
峠
道
路
」
で
事
業

を
進
め
る
こ
と
に
な
り
、
「
環
境
影
響
評
価

書
」
を
ま
と
め
ま
し
た
の
で
、
次
の
と
お

り
縦
覧
し
ま
す
。

建設省北陸建設局長白波瀬正道

新潟市白山浦1丁目425番地2号

織灘灘i
上越魚沼地域振興快速道路
「一般国道253号八箇峠道路」

5月31日（月）～6月30日㈱（土・日曜

をのぞく）午前9時～午後5時

建設課、六日町役場、北陸地方

建設局長岡国道工事事務所

十日町市・六日町

溝簸…議…，i…ii・…i灘

北陸地方建設局長岡国道工事事務

所（〒940－8512長岡市中沢4丁目

430番1号智0258－36－4551）へ。

⑳

紹
介
し
ま
す

　
エ
ン
ゼ
ル
妻
有

　
精
神
障
害
者
入
所
授
産
施
設

「
エ
ン
ゼ
ル
妻
有
」
は
、
昨
年
の

春
、
社
会
福
祉
法
人
妻
有
福
祉
会

の
5
番
目
の
施
設
と
し
て
開
設
し

ま
し
た
。
塚
原
町
の
十
日
町
保
健

所
前
に
「
な
ご
み
の
家
」
と
廊
下

で
つ
な
が
っ
た
3
階
建
て
の
建
物

で
す
。
心
の
病
気
で
悩
む
人
た
ち

が
再
び
社
会
で
生
活
す
る
た
め
に
、

十
日
町
地
域
広
域
圏
6
市
町
村
の

補
助
を
受
け
て
建
設
、
運
営
さ
れ

て
い
ま
す
。

●
入
所
授
産
施
設

　
入
所
定
員
は
2
0
人
で
す
が
、
現

在
1
4
人
が
入
所
し
、
作
業
（
授
産
）

や
生
活
訓
練
を
し
て
い
ま
す
。
そ

の
ほ
か
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
や
カ
ラ

オ
ケ
な
ど
楽
し
み
な
が
ら
共
同
生

活
を
し
て
い
ま
す
。

　
授
産
内
容
は
、
撚
糸
加
工
な
ど

織
物
に
関
わ
る
作
業
、
き
の
こ
加

工
や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
部
品
組
立
な

ど
様
々
な
作
業
を
し
て
い
ま
す
。

い
ろ
い
ろ
な
事
業
所
の
温
か
い
ご

理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が

ら
、
社
会
復
帰
に
向
け
て
日
々
が

ん
ば
っ
て
い
ま
す
。

●
地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

　
エ
ン
ゼ
ル
妻
有
で
は
、
自
宅
で

心
の
病
気
に
苦
し
ん
で
い
る
人
へ

の
支
援
活
動
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
電
話
で
の
相
談
や
自
宅
へ
の
訪

問
を
行
い
、
様
々
な
情
報
提
供
、

買
い
物
や
諸
手
続
へ
の
お
手
伝
い

な
ど
、
生
活
す
る
た
め
の
手
助
け

を
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
障
害
者
の
社
会
参
加
を

促
進
す
る
た
め
や
理
解
を
い
た
だ

く
た
め
に
交
流
会
や
学
習
講
座
な

ど
を
企
画
し
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

を
進
め
て
い
ま
す
。
職
員
一
同
、

地
域
の
皆
さ
ん
が
気
軽
に
交
流
で

き
る
施
設
に
し
て
い
き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
エ
ン
ゼ
ル
妻
有

（
智
52
－
0
0
5
0
）
へ
。

　
　
　
　
　
諜

器用な手先で「きのこ加工」
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◆
家
屋
取
り
壊
し
や
異
動
に
は
手
続
き
を

　
の
対
象
”
①
家
屋
の
全
部
ま
た
は
一
部

を
取
り
壊
し
た
場
合
②
未
登
記
家
屋
（
法

務
局
に
登
録
し
て
い
な
い
家
屋
）
で
、
売

買
・
贈
与
、
相
続
な
ど
の
異
動
が
あ
っ
た

場
合
な
ど
⑫
問
合
せ
”
税
務
課
資
産
税
係

へ
。

・
◆
交
通
遺
児
等
へ
の
育
成
資
金
（
無
利
子
）

⑫
対
象
”
自
動
車
事
故
で
一
家
の
働
き
手

が
亡
く
な
っ
た
り
、
重
度
の
後
遺
障
害
な

ど
で
生
活
に
困
る
家
の
中
学
卒
業
ま
で
の

子
②
貸
付
額
”
［
時
金
H
1
5
万
5
千
円

　
（
申
込
時
）
、
月
々
H
2
万
円
、
支
度
金
H

4
万
4
千
円
（
小
・
中
学
校
入
学
時
）
②

貸
付
対
象
期
問
”
0
歳
～
中
学
卒
業
ま
で

②
問
合
せ
”
自
動
車
事
故
対
策
セ
ン
タ
ー

新
潟
主
管
支
所
（
智
0
2
5
1
2
8
3
1

1
1
4
1
）
へ
。
※
自
動
車
事
故
に
よ
る

重
度
後
遺
障
害
者
へ
の
介
護
料
の
支
給
も

行
っ
て
い
ま
す
。

◆
司
法
書
士
に
よ
る
ク
レ
ジ
ッ
ト
・
サ
ラ

金
1
1
0
番
　
借
金
で
お
悩
み
の
方
、
新

潟
県
青
年
司
法
書
士
協
議
会
が
無
料
電
話

相
談
で
、
法
律
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
い

ま
す
。
⑫
日
時
1
1
6
月
6
日
㈹
午
前
1
0
時

～
午
後
4
時
⑫
電
話
番
号
鮭
0
2
5
1
2

2
9
1
5
7
3
6
（
当
日
限
り
）

◆
山
火
事
に
注
意
！

　
晴
天
の
続
く
こ
の
時
期
は
、
山
野
も
乾

燥
し
、
山
火
事
の
起
き
や
す
い
季
節
で
す
。

山
に
入
る
時
は
普
段
以
上
に
火
の
管
理
・

後
始
末
に
は
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
⑫
問

合
せ
”
農
林
課
林
政
農
災
係
へ
。

霧ス　　
　
ポ
ー
ツ
・

　
　
　
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

◆
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室
開
催
中

　
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
を
通
じ
て
運
動
不
足
の

解
消
や
参
加
者
同
士
の
交
流
を
す
す
め
ま

す
。
J
A
杯
等
へ
の
練
習
に
も
ご
利
用
く

だ
さ
い
。
⑫
期
間
“
一
期
6
月
2
日
～
3
0

日
ま
で
の
毎
週
水
曜
日
午
後
7
時
3
0
分

～
9
時
30
分
⑫
場
所
“
総
合
体
育
館
⑫
参

加
費
“
教
室
料
1
回
1
0
0
円
、
ほ
か
に

体
育
館
使
用
料
②
申
込
み
”
総
合
体
育
館

（
智
52
－
4
3
7
7
）
へ
。

◆
体
指
の
出
前
指
導

　
十
日
町
市
体
育
指
導
委
員
会
で
は
、
要

望
に
応
じ
各
種
ス
ポ
ー
ツ
の
出
前
指
導
を

行
い
ま
す
。
⑫
目
時
”
平
日
午
後
7
時
以

降
、
土
・
日
曜
日
（
相
談
に
よ
り
調
整
）

⑫
対
象
”
健
康
維
持
や
ス
ポ
ー
ツ
振
興
を

図
り
た
い
1
0
人
以
上
の
団
体
鯵
種
目
”
①

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
（
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
、
卓
球
ほ
か
）
②
健
康
体
操
（
ダ
ン
ベ

ル
体
操
、
チ
ュ
ー
ブ
体
操
、
ス
ト
レ
ッ
チ

ン
グ
ほ
か
）
③
ラ
ジ
オ
体
操
⑫
指
導
料
”

相
談
の
う
え
決
定
⑫
申
込
・
問
合
せ
髄
開

始
2
週
間
以
上
前
ま
で
に
総
合
体
育
館
内

「
体
育
指
導
委
員
会
事
務
局
」
（
暦
52
－
4

3
7
7
）
へ
。

交通安全について家庭で話し合いましょう

　本格的な行楽シーズンを迎え、人や車の動

きが活発になっています。陽気に誘われて散

歩に出かけたり、自転車やバイクでの外出も

多くなりますが、交通ルールを無視した行動

が多くなり、事故も多発傾向となります。「交

通安全は家庭から」を合いことばに家族みん

なが交通事故を起こさないよう、また、遭わ

ないよう話し合いましょう。

雨
“
降
，

　はじ

麟
鳳

孕
注
葱
4

w
殉

レ
ボ賦
駄　　　ハr’鴇　勇蕊’　　　　　　・・鳳　　　　●　1

N・！　　ク”ρ∂
身　　　　　・　1　’
　　　　　　　曜
グ》　　　　　　　’7

）泥やほこり、油など

1グリスを塗ったよう

やすくなります。路

面の摩擦係数は、雨が

降り始めてから約1
時間たったときに最も

低下し、乾いた路面の

約半分になります。雨

の日の運転、特に雨の

降り始めは十分に注

意が必要です。

雨の降り始めが

一番滑りやすい

　雨の降り始めは路面の泥やほこり

が雨と混ざり、ちょうどグリスを塗

な状態になり、最も滑りやすくなり

㌔
、
．

。
、

N
ク
　
　

＼
鮒

　
、

◎’
も
・
＼

～
、

＼
、
・

　
　
ぺ
し
ヤ
　
ペ
ヘ
ノ

綴
黛
慌

気

一
や刀

市内の4月中の交通事故発生状況（）累計

年 発生件数 負傷者数 死者数 物件事故数

11年 21（67） 24（87） 0（0） 45（248）

10年 11（69） 12（75） 0（0） 39（224）

　●

市
民
の
健
康

　
　
　
　
　
体
指
と
共
に

　
　
市
体
育
指
導
委
員
会

　
　
会
長
春
日
　
　
昇

　
体
育
指
導
委
員
会
は
、
皆
さ
ん

の
健
康
の
維
持
・
増
進
や
、
楽
し
み

な
が
ら
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

所住名
技
氏
特
①
②

④

①
庭
野
賢
一

②
陸
上
・
野
球

①
阿
部
文
子
・
太
子
堂

②
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

①
庭
野
祐
子
・
中
条
旭
町

②
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
・
剣
道

ぞ浄
　　　　爾

　　　　コ　　　　　　ゆ　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド

　　　　F　　　　　　　ド　　　　　I　　　l
　　　　　　　■　　　　　　　f　　　　　　　『

　　　5蝋w％
　①佐藤滋・市之沢　　　　　（
　②スキー・バドミントン　　　（

ヨ
ン
が
図
れ
る
よ
う
な
お
手
伝
い

が
で
き
れ
ば
、
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
十
日
町
市
で
開
催
さ
れ
る
体

育
・
ス
ポ
ー
ツ
行
事
の
お
手
伝
い

だ
け
で
は
な
く
、
次
の
活
動
を
行

っ
て
い
ま
す
。

①
毎
週
水
曜
日
の
夜
、
総
合
体
育

　
館
で
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教

　
室
と
そ
の
大
会
の
開
催

②
各
地
域
や
団
体
の
要
望
に
応
じ

　
て
地
域
に
出
向
い
て
ス
ポ
ー
ツ

　
の
「
出
前
指
導
」
を
行
い
ま
す
。

③
指
定
地
域
に
出
か
け
て
「
出
前

　
ス
ポ
ー
ツ
教
室
」
を
開
催

④
市
内
各
地
区
体
協
と
の
連
携
に

　
よ
る
ス
ポ
ー
ツ
振
興
と
普
及

　
今
年
度
は
6
人
の
新
人
を
加

え
、
総
勢
2
3
人
で
市
民
の
皆
さ
ん

と
共
に
「
い
い
汗
」
を
流
せ
る
よ

う
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
し
て
が
ん
ば
り

ま
す
。

・
江
道
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
球

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
壊
　
ノ
　
　
卓

　
　
　
　
　
　
　
厳
ξ
瓢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
換
、
豪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
正
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
浜
キ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
白
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①
②
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健康福祉課盈57－3111

日
本
脳
炎
予
防
接
種
が
始
ま
り
ま
す

雛
該
当
す
る
子
と
接
種
回
数

　
接
種
日
現
在
、
満
3
歳
～
7
歳
半
未
満

の
子
に
対
し
て
、
①
1
期
初
回
（
1
～
4

週
間
隔
で
2
回
接
種
）
を
行
い
、
そ
の
後

1
年
を
経
過
し
た
時
点
で
②
1
期
追
加

鰹意麟協贈ゑ紘圃が本一の健康都市づくり

謡口■」ム璽□触監一曹昌＾r幽　　　　　　　　　　 く日程表＞

難象雛鐵・
獲襲醗穰鶴 嚢縁

購i蘭
饗場

i馨團翻 灘馨
嚢・懸i・灘欝獲麟 6月4日㈹ 6月11日㈹

午
後
1
30
～
2
1
5
厳
守

保
健
セ
ン
タ
1

馨灘爺鱗灘縷i6月15日（幻 6月22日（火）
』
・
藻
醸

麟鰹灘i、… 6月16日㈱ 6月23日㈱

7月2日㈹ 7月9日㈹

韓麟i、翻議繍慧露7月6日（幻 7月13日（火）

灘灘灘難鑛灘灘 7月8日休） 7月15日㈲

（
1
回
接
種
）
を
行
い
ま
す
。
※
1
期
追

加
は
日
程
表
の
地
区
該
当
日
の
う
ち
、
ど

ち
ら
か
都
合
の
い
い
日
に
接
種
を
受
け
て

く
だ
さ
い
。

繕
受
け
ら
れ
な
い
子

　
①
B
C
G
・
麻
し
ん
接
種
後
1
か
月
を

経
過
し
て
い
な
い
子
　
②
体
に
広
く
湿
し

ん
の
あ
る
子
③
発
熱
し
て
い
た
り
、
著

し
い
栄
養
障
害
の
あ
る
子

雛
注
意
す
る
こ
と

　
①
「
予
防
接
種
と
子
供
の
健
康
（
日
本

脳
炎
）
」
を
必
ず
読
ん
で
き
て
く
だ
さ
い
。

②
医
師
に
よ
る
予
診
が
あ
り
ま
す
。
脱
ぎ

や
す
い
服
で
来
て
く
だ
さ
い
。

纏
持
参
す
る
も
の

①
母
子
健
康
手
帳
　
②
体
温
計
　
③
十

日
町
市
に
住
民
登
録
を
し
て
い
な
い
時
は
、

登
録
し
て
あ
る
市
町
村
で
発
行
し
た
「
予

防
接
種
実
施
依
頼
書
」
を
も
ら
っ
て
来
て

く
だ
さ
い
。

獺
通
知
1
1
平
成
7
年
6
月
2
日
～
8
年
6

月
1
日
に
生
ま
れ
た
子
に
は
個
別
通
知
を

し
ま
す
。

雛
問
合
せ
H
健
康
福
祉
課
保
健
予
防
係

へ
。

◆
酒
害
の
相
談

⑫
日
時
”
6
月
1
8
日
㈹
午
後
1
時
3
0
分
～

3
時
●
場
所
”
十
日
町
保
健
所
⑦
問
合
せ

”
十
日
町
保
健
所
（
費
57
1
2
4
0
0
）

ま
た
は
健
康
福
祉
課
保
健
予
防
係
へ
。

◆
在
宅
介
護
マ
ン
パ
ワ
ー
養
成
研
修
会

　
県
で
は
人
材
育
成
を
目
的
に
ホ
ー
ム
ヘ

ル
パ
f
3
級
課
程
の
研
修
会
を
開
催
し
ま

す
。
●
対
象
”
ヘ
ル
パ
i
従
事
希
望
者
や

高
齢
者
福
祉
、
在
宅
介
護
に
関
心
の
あ
る

人
●
期
間
”
7
月
1
3
日
㈹
～
9
月
ま
で
の

9
日
間
●
場
所
”
ク
ロ
ス
ー
0
ほ
か
●
定
員

”
5
0
人
●
参
加
費
”
5
、
7
0
0
円
●
問

合
せ
”
十
日
町
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
費

57
1
5
5
1
7
）
へ
。

甲6月の休目救急医
6日（日）

本町クリニック（本町3）智50－1160
13日（日）

池田医院（本町西1）盈52－2581
20日（日）

川西町診療所　（川西町）岱68－2034

津南病院（津南町）盈65－3161
27日（日）

至誠堂医院（西浦町東）費52－3276

∈B

翻

むし歯のないよい歯の子
　4月の3歳児健診を受けた子33人

者
　

一
人
　
美
一
巳
加
行
　
　
　
夫
　
行
久

護
滋
　
　
繁
　
　
　
伽
　
学
強
貢
　
厚

保
広
和
聡
信
智
私
正
　

茂
重
和

　
　
　
　
ラ
　
　
　
　
　
ラ
　
　
ラ
　
　
　
　
　
ラ
　
　
　
　
　
ラ
　
　
　
　
　
ラ
　
　
ラ
　
　
ラ
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ

　
3
勘
1
　
1
2
鋤
3
　
3
2
東
1
　
3

翻
舗
豚
融
籍
譜
難
礪
劉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
奈
き
樹
馬
人
燃
樹
子
砺
丈
ヤ
劔
徳
瞳
樹
な
那
妨
波
舞
子
平

子
　
　
　
　
　
　
己
　
　
シ

の
梨
砺
大
和
隼
　
　
糸
ち
智
　
一
ひ
ろ
紘
　
　
大
伽
濡
ち
知
　
　
緒
淳

歯
　
　
　
　
　
優
　
ア
　
　
　
　
　
　
奈

翻
部
部
楽
岸
野
津
子
霜
竹
津
田
田
生
山
・
中

　
阿
服
吉
山
星
長
金
眞
村
根
吉
武
桐
村
樋
田

6月の乳幼児健康診査

事業名 期日 受付時間 対象児

3歳児健診
騰誓児1

8日

（幻

午後1時

　～1時45分

7年12月

生まれの幼児

1歳6か月児

健　　　診

10日
休）

午後1時

　～1時45分

9年12月

生まれの幼児

4か月児健診
　ならびに

育児学級

30日
体）

午後1時

　～1時30分

11年2月

生まれの乳児

10か月児
身体測定

22日
（幻

午前9時15分

　　～10時

10年8月
生まれの乳児

麟踊鯛

　　　　　会場は保健センターです

※1歳6か月児、3歳児健診の幼児は、歯科健診があり
　ますので、歯をきれいにみがいて来てください。（3歳
児健診は尿検査もあります）
※4か月児健診に来られない人は、小児がん（神経芽細胞

腫）尿検査セット・乳児一般健康診査受診票を健康福
祉課に取りに来てください。

※平成8年1月生まれの幼児の保護者へ
　3歳児健康診査では視聴覚検査を実施します。7月の
健診対象者に検査セット等を送付しますので、6月15
　日を過ぎても届かない人は、健康福祉課保健予防係ま
　で連絡してください。

6月の健康相談
会　場 期日 時　　　間

保健センター 7・14・21・2朗｝ 午前9時～11時30分

新座コミュニティセンター

8日（幻
午前9時～11時30分

大井田コミュニティセンター 午後1時30分～4時

就業改善センター

17日㈱

午前9時～11時30分

山谷集会所 午後1時30分～4時

飛渡地区公民館 午前9時30分～11時30分

羽 根　川 “
端士

18日㈹

午前9時～11時30分

水沢地区公民館 午前9時～11時30分

平 成 園 午後1時30分～4時

中条地区公民館

25日㈹

午前9時～11時30分

北原集落センター 午後1時30分～4時

下条地区公民館 午前9時～11時30分

上新田公民館 午後1時30分～4時

※血圧が心配、食事療法を知りたい、心に悩みがあるな
　どの人は、どうぞご相談を／
※健康手帳をお持ちの人はご持参ください。

6月の献血車
◆全血献血　8日（幻（午前）㈱関芳

　　　　　　　　　（午後）県立十日町病院

　　　　　　22日㈹（午前）睦織物㈱

　　　　　　　　　（午後）島善織物㈱川治工場

＊受付時間　午前10時～正午、午後1時～3時

◆成分献血　2日㈱（終日）新潟県総合庁舎

　　　　　　14日（月）（終日）十日町市役所

＊成分献血は、事前に健康福祉課保健予防係に電話

　で申し込んでください。所要時間は約60分です。
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　コモ市出身のアントニオ・ラッティが設立した「ラッテ

ィ財団」は、繊維分野の研究者やデザイナーの育成に幅広

い活動を行っていることで世界的にも有名です（財団の詳

細は昨年9月25日号の市報をご覧ください）。

　このたび「ラッティ財団」から、ビジュアルアート上級

コースというデザイナーや芸術家育成のための夏季講習に

ついて、生徒募集の手紙が寄せられました。その概要を紹

介しますので、芸術家やファッションデザイナーを志す人

の中で、ぜひ来年以降参加してみたい人は企画人事課広報

広聴係（盈57－3111）までお問い合わせください。なお、今

年度分はすでに応募締切が過ぎていましたので、希望者は

　　　　　　今年の開催用ポスターより

来年度以降の参加をご検討くださるようお願いいたします。

　◆コース紹介：1988年以来特別夏季コースとして若手芸

術家向けに開催しているものです。ビジュアルアートの上

級コースとしてはイタリア唯一であり、世界中の学びたい

人が対象です。参加者は国際的に有名な芸術家といっしょ

に活動できるだけでなく、違った文化をもつ学生たちと触

れ合うこともできます。◆応募資格：年齢学歴不問。ただ

し18歳以上の大学の芸術学部か美術専門学校の学生（卒業

者含む）が望ましい。◆期間：今年は7月1日～22日◆費

用：来年以降はコモ市が滞在費を全額負担します。◆ホー

ムページ：http：／／www．undo．net／Ratti＿Visua1Arts
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スクーPレNOW

　　　六箇地域を知ろう
一合鴨飼育、炭焼き、米作りを通じて～

六箇小学校

漏．38

・騰蕪議贈轟鞭編憂養鞠

　　　撫．譲、一　難り、収穫したもち米でおもちをついたり、

闇，階搬認謬謙欝などで地域を

　あいがも
　「合鴨のオスは大きくなると、羽がとっ

てもきれいな色になるね」「この炭を使えば、

冬のこたつもあったかそう」「脱穀機の扱い

が難しいな……」

　今、六箇小学校では、1・2年生の合鴨

飼育は生活科と関連した活動、3・4年生

の炭焼きは地域の自然・文化を知る活動、

5・6年生の米作りは地域の生活を知る活

動として体験学習を進めています。

　こうした活動は、例年11月上旬の収穫祭

で、保護者や地域の皆さんを招待して1年

間の活動を発表しています。また、昔、う

さぎや鶏などの小動物は、地域でも冬場の

大切な食料源でありました。食べ物への感

謝の気持ちやありがたさを知ることが今の

ホ
ッ
ト
ひ
と
息

　
　
　
　
編
・
集
・
室

　
広
報
の
仕
事
を
し
て
い
る
と
、
ゴ
ー
ル

デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
や
お
盆
、
正
月
と
い
っ
た

も
の
が
恐
ろ
し
く
さ
え
思
え
て
き
ま
す
。

土
・
日
曜
日
や
祝
日
に
な
る
と
取
材
対
象

の
催
し
物
は
目
白
押
し
。
休
み
が
重
な
れ

ば
当
然
の
よ
う
に
原
稿
締
切
り
も
早
ま

り
、
進
ま
ぬ
筆
に
自
分
の
能
力
を
嘆
く

日
々
が
続
き
ま
す
。

　
正
直
い
っ
て
今
年
の
連
休
の
並
び
は
き

つ
い
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
原
稿
を
ど
う

に
か
書
き
上
げ
よ
う
と
気
が
張
っ
て
い
た

せ
い
か
、
入
稿
し
た
と
た
ん
に
風
邪
を
ひ

き
ま
し
た
。
4
年
ぶ
り
に
3
日
間
も
寝
込

む
羽
目
に
…
。

　
家
族
サ
ー
ビ
ス
を
す
る
間
も
な
く
、
楽

し
み
に
し
て
い
た
連
休
明
け
の
休
暇
は
病

床
で
過
ぎ
去
っ
た
の
で
す
。
し
か
も
2
歳

の
娘
を
筆
頭
に
家
族
中
に
風
邪
を
う
つ
し

て
し
ま
い
、
肩
身
の
狭
い
毎
日
で
す
。
皆

さ
ん
は
風
邪
な
ど
ひ
か
ぬ
よ
う
健
康
管
理

に
は
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
い
ま
だ
に

咳
が
止
ま
ら
な
い
④

十目町市民の動き

口
男
女

人■

（4月末日現在）

■発行／十日町市役所

　　〒948－8501新潟県十日町市千歳町3丁目3番地　TEL　O257－57－3111FAX52－4635
　　Emaii　tokamaci＠nsv1．tiara．or．jp　URL　http：／／www．tiara．or．jp／舟tokamaci／

■編集／企画人事課広報広聴係

44，383人（前月比＋61）

21，788人（〃　＋18）

22，595人（〃　＋43）

■世帯数　　12，987　（前目比＋67）
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